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」騒CFAと |ま (1)

密悪oint FAO脚HO ttxpert ttommittee on期 ood
Addttives鱒 綴GttA、 国連食糧農業機関′世界保健機
関合同食品添加物専門家議員会 )

張FAOとWHOが合同で運営するt科学に基づく、専Fl

家による譜問委員会。

ぉ麹―‐ぱックス館鋼じ謗響鞠綾餓轡密縮ろが、曲中ヂック
スから1ま畿盤じ施縄織。

隠JECFAの専門家は、毒性学t化学などの専門家であ
り、国や団体の代表ではなく個人の資格で会議に参加
し、所属機関、国、企業などに影響されず納申に畠づ
いえゴ圏入の議盤懇景遼パ静歓‖サ掬滅醍いtすない。

Jほ G F Attt志 (2)

黛轟漏瀬協の安全性評価を目的として1955年に設立

賛裾腎稲罷島昂着涅猶鹸講議ン著叫仏瑚に
お評価の対象が、1974年には農轟簿襲磁、19,7年には

繁繋懃響蕃転婁劣崩象ヽ現在では製適踊翻、轡鞭駿盟
申磁轟稼藩轟縄議姿を堵裏0加鋤つ親籍キ機盟動

堺鯨糠!繰   鍮響鮒艦首
の残留動物薬について評価を行つた。

は
難髄讐騒整鶴ン艶鼈翼誓花鮮

品弾ので協響協
響ゃ

リスク

添加物関連の」ECFA会議

開罐轄靭 :原則として毎年6月 に8日間(年 1回 )

汚染物は添加物と同時または単独、動物薬は単独

闘饉場麟:原則としてWHO本部 (ジュネーブ)とFA0
本部 (ローマ)の交互

鹸騰態 (第32回の場合):合計 39名

毒性(WHO)メンバ… ラ名、エキスパート 11名

規格(FAO)メンバー 5名 、ェキスパ■卜7名
採取主(FAO脚HO)メン′ヽ-2名、エキスパート2名
事務局 5名

議鰻:食品添加物、香料物貿の安全性評価、規格作成
及びそれらに関わる手法などの検討

」ECtrAの審議季lllM

霧議対象遂綾る藤搬協
口CCFAで各国の要望をもとに作成した優先リスト
・」EoFAで再審議や見直しを決めていたもの

母
審議添加物の決定嬢情報提供要請 (畿譲鱗飽解悪蒸験)

9月 頃 斡12月 締め切り
母

招請する専門家と担当品目の決定(11～ 12月 )

尋

ウーキングペーパー、規格案の作成 :1た 5月

母

会議 (安全性評価及び規格の審議):6月

耽境蘇
畿麗爾畿畿ま:WHO Technical Report Series(TRS)

`'Evaluation of Certain Food Additives and
Contaminants,OO repoR ofthe Joint
FAO脚HO Explrt COmmittee on Food
Add■ ives"(OOは会議の回数 )

議機課鰯の講鞭 二WHO Food Addkives SettestFAS)

“Safety evaluation of certain food additives and
contanlinants)'

黛轟漏翻動鞭箱 :FAO JECFA Monographs XX
`iCOmpendium of Food Additivё  Specifications''

繊襲以外 fま印Sll協 と赤―ムペ申ジの闘力でZAN襲される。
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じ霞CFAとCCFAの相還

簿騒⑥揺△

毒性学や分析学などの専門家による会議
参加者は数十名程度
専門家は個人として参加
機響母こ基づもヽ推纏人の議盤議醒囀  (所属機関
国、企業などに影響されてはいけない)

◎③鞠眠Codex食品添加物部会)

各国政府、国際機関、団体の代表による会議
参加者は鶴田鹸簾、国麟畿欄、圏線の議覺稜
縄畿して選ぺる

」ECFA専門家の公募

日舎藝 :2016年にWHO、 FAOともに公募があり、
2017～ 2021年の回―スター (候補者リスト)が
決定された。霧麟盤縄麓の鞭躙豫については
期限を定めず公募が行われている。

日各会議に出席する専門家はロースターから選抜
される。

・課希招亮替3説縫呂伊
に合わせて埠力

,下
公募

忙1押

日化学的・生物工学的製造法、品質、分析による管理技
術などの評価

口純度規格と試験法のドラフト作成
B添加物の化学的特性、用途～食品中の反応・分解など
に関する化学的技術的評価のドラフト作成

動軌薬
猥動物薬の物理化学的な性質、対象動物における代謝
キネティクス、組織分布などのデータの評価

B動物組織や動物由来食品中の動物薬減少の評価
卓対象組織の最大残留限度値の評価のドラフト作成
績食品中の検出′定量革験法のクライテリアや評価
観動物薬の適切な使用への助言     |

AO側専門家に対する要求と要件 (2)

再汚染物質や自然毒の発生因子の分析と評価
強定量法やスクリーエング法の評価
臼サンプリングプロトヨールの開発と応用、分析結果に
対するサンプリングの影響の研究

馨闘家魅じてのが襲条絆
8生物学、薬学、食品科学と技術、関連する生物科学な
どの修士～博士号

線添加物、動物薬、汚染物の食品安全に関わるリスク評
価などを5年以上さ

B40年以内の科学論文の刊行
日国内外の科学的な委員会等での発言経験

穐ンンンンンン種ン撮議
‖ま鶴祭張潟4録 圏まで路懸霧学 残劇嘆悪穀額圏‖毬選機
製畿される馨職縄識
出様々な条件での人への採取工推計を行う
8試料の採取、分析データの評価、食品中の分析や試
験法の妥当性評価

お摂取量データベースの作成と維持
8摂取量推定のモデル化
日様々な手法を用いて食品中の化学物貿や汚染物の人
への擬取量を評価

暴麗課鰯の韓閣纂が容盤じているための簿nll嬢購置
http:rrww.wh。 ,inVfoodsafety′caHforexpeRslecfa2014,pdf?uaヨ 1

磁 議啓途
れ、会議での審議品目が示されるとともに、必要
な情報の提供が呼びかけられる。

鎮日本には食品添加物、動物薬、汚染物資の毒
性、規格、摂取量などに関わる様々な情報があ
る。提供された情報をもとに審議が行われるの
で、幾器、購畿寵僕してf霞 じしヽ。政府や企業だけ
でなく、個人が提供することも可能。
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おわりに

甲JECFAは食品添加物、動物薬、食品汚染物の国際
評価機関であり、その規格は国際標準となります。
知識と経験を着かして、是非専門家としてJECFAに
参加し、ご活躍ください。

日JECF鮮門家として会議に関わつた20年間は大変
なこともあったけれど、とても楽しい経験でした。

吾JECF甲門家への応募、資料の提供などに関心を持
たれた方、ご貿間があればいうでもご連絡ください。
お役に立てればさいわいです。

(メールアドレス言kaWamura@nihゃ 口g。中

'p)ご髄髄ありが趣つござい議じた母
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1母母|‐胃1曜薔轟ンン轟響罐の
||■ ‐ふ奪lo脇胡隣6rsttact,ve p

由翻及紀子

Ccttex3韓騒鶴艶欝畿

$掛犠熱那eettettt

iド The S早

'ハ

9reettentは 以下を要求:

‐
   対 S016nkific pttnciples and sufficient scienJfic
i     evidence(Art 2 3),

>HarmOnizatton wvith Codex standards,

9uide‖ nes or recOmmondations where they
ettst(Art 3 4)i and

声 Conducting Hsk assessment lA成 51)

響―盟燈鶏畿 線撲総の施め館怒顔

賊作物生産に農薬を使開じ★

意圏欝ゴ操播轡繁盤識 戦壁
▼
‐病害欧の防除に効果

淳使用者(農業者)になって安金
>環境や五預シス予ムになって安金
》食品や飼料に残留しないか、低濃度でしか
残盟

ル容易に分析可能

M機比むのHttr附o眼 ;抵然tion態畿犠ぜ畿襲?

H奉準48Lが各国で異なると、

|,震揚紛額趨きる可能性

器盟 齢 慾 瀞 馴 鰈 ン 札横熙
‐
鋳滋〈痛気や器虫Ⅲ寄生虫等の鱗総の懸襲
犠)と黛轟

'路

餞量による
まもし、鵜準幾な置畿4生を示すことができれば、
換なるMRLの設定は可能 (SPS協定 )

_     嬢盟騒襲
1車ICOdex cOmmktee on Pesttcide Residues

ll〈ICPR)       |

lt縄騒懃騒鸞運盟器
である一般簡甲

| ま守女歩讐軽密
韻」oint FAOttHO Meettng on Pesucide

Rゃsidues(JMPR)
か科学的助害を与える験虚じた委員会
距継撃密がlEl人 として参加

>げスク鞭

=船
α冴%P力・D.
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|■■ じゅ頓ox鶴鸞轟襲齢畿
鱒ゆ離峰X鱗。rr服駐岳ttee c恥 鱗鶴 tic8de

熊esiげ Lres}

M母比のCGぼex苦騒隷鋼鴻る麓畿

IMa薄叩um Resttue ttmRs(最大騒額懸幾纏 )

キン揮軽熙ン姦
斑博擦醸緯鞭 基韓(GAP澪翻 く
齢・MRL以下の残留農案を含む食品から製造され
る食品は韓惟学的に受け入れ軍能であると考え
られる

ぜギ蔵 肝鯉 脚ど膜ゆ 醸eく期駐螺$蛾
t peStttcttde熙

燈$岳dues

鹸申寮ジクス畿盟騒襲欝畿〔犠畿簿鞠
報●odeX委員会の一般聞題部会の一つ
ま1本スト国

rを癖で何96は,00中守00n

lllぷ !丹年
よつ響 額する増 響 卿 研町

>食晶"鋼料中の残留農薬のサンプリング'分

縮法
声残留農案を含む食品・鋼経の安盆強の問題
声農築様の性質を示す環境・産業汚染物質の

食品"鋼料中の残留基準(E端撒 2研7的 mtt H刊

Oodex鶴盟轟譲轟鶴鶴畿癒器騒
リスク評価

1構想1却MPR

AD1/ARfDア

maxlmum
restdue

level会卓

畿 |!!!呂畳母岳懇11  リス歩管題

鞭轟ヨ顕甚釜

翻
Step 8 or6′ 8  1Ⅲ  Mi村 mヽSt♀均千

Codex
hllRと /EMRと

艶‐轍響ンン整ン
Of

thl‐ FA0 of Experts oh pesticide

Fや1甲|,Ph Fo?d甜
愉e'nwЮ

?me耐
‐
the W開 0 0ore Assessment Orottp

総」MPRIまCodexと ,ま男瞬組織
韻Codexやその他の組織に務響曲験霞

MRとを勧縁

陶秘α冴らP乃.ゑ
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び蹴pR鶴騒熊

、10o9年 4月 :FAOがPanelもf Expens On

11い。IΨiSe Of pettddesin A9門 cutture開 催
車||∞1年 10月 :第 1回JAllPR会 議 側 eeting

oflArHIo Expeft cOmmに tee on Pesttcide

R6sidHes held joindy ttith the FA0
1Pane1 0f Experts on the Use of

Pesdcides itt Agttcukure)

総1963年 9月 第や田
鹸それ以降-9月 開催

」MttR$鶴鶴
■農薬の有効成分やその代謝物の鵠性学的評価
→長期Ⅲ短戦の毒性指標(ADI,ARfD等 )

(W甲0);

点1鶴饉梯韻(CttCal GAp捜 縄って輿縄じ践縛物騒
簿諜鶴弾1籍築縁綾犠)縁その欝題ず一棒の譜髄
,W熙■(肝AO);

ホ農轟醜ぴ籟期縄癬暴議翻r麟 (ABIや ARfD魅鞭戴
騒寵畿の批較)磐襲滋 (肝AO)
→暴露量の力が高い場合|まそれを指摘

現在農幾 しての登録fまないが、その分解されにく
い性質から、食品Ⅲ飼料中に存在林

げ聞麟熊電機ド純 牌観抑ゆ‖

選ん綾人が参瀬

Ⅲ各国の行政機関にいる科学者(11‐ 13名程度)

|】 1先進国の行政機関に1よ、科学者がいるのが

1共導祐獣蟄疑麟督壕挽
基準慢撤そ卿

Ⅲ早→IDを持つ者が率数以上 (2016年 19名 )

‐卜I Ph,Dを持つていなくても、岡等以上の能力
志Me市めゃr(6名 、議決権を韓つ)とTemporary
adMser(7-9名 、議決権はない)からなる

様個人の科学者として参加
声個人の科学者として意見を述べる
ル国や所属機関の意見や規器,,制 度を押し付

けてはいけない      |I Mndl抑 17Yヤ巾血‖‖上に

麟鶴く犠齢餞麟簿轡

■‐袋舎(2016年 の例)

ヽFAO Panelの 予備会会i9月 8… 12鶴
‐算1本会合:9月 13-22露     黛静司も畿

| ‐ヤ1体 1甲おし(または一田相度)

1母亀留齢 艦総 憩蚤関赫
トホナルで、議論の結果を踏まえて文書を修正。

評価や計算のやり麓しもあり
ぶ会合の襲畿 (数か縄)

ンデータは前年末一年初に劉着 (CD― ROM)
や印刷すれば善棚が全部埋まるくらい(新規)

18月 初めまでに、Mo占 99raph,認精pr匂 1鑑 1緒需1端

欝磁議が簿舎ぐ犠ヽ腎韻撫拶轍の騒洗

講論じ、貫献するために

|■寧F早弾識

|■寒韓(読み、書き、議論する)

|卜 MO中OgrapぃとApprahalを英語で執筆
‐ ・(新規評r摘なら合計200‐ 300ページ程度)

お議論できること(日 本的な感覚ではだめ)

ンAr9uhentは、英語では悪いことではない 1

紺忍耐力中根気、体力、糖密さ
>新規剤 ,再評価剤を1剤、その他使用拡大

への対応が2-3済1程度担当
ぶ考えるのが好き。機械的にやらない

=帥
α冴らP乃.D`
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,多くの種類のデ中夕を評価
|1物理学曲科学的性質

'■ 植物い動餞
‐‐

■土壌中の農薬の動態

・サンプリングけ分縮滋
1農薬の使用方法輔範残 その病虫憲 )

―
作物の生産 ,収穫方法

轄懸藍鬱縁容畜飼養
Ⅲ主記のためにできるだけ議く翁翁簿鶴鯨鍛

のエキスパーナ 還 つ分 野 f79二千 ス ハ ー ト選 か 調 7■ れmtt hめ p

■大量のデータを評価 欝
十ず―夕の有効性のチェック
‐卜Ⅲ企業の作成するモノグラフは300-500ベージ

(企業の意向が入つている)

'ヽ

それぞれの試験の報告書にあたる必要
■多くの分野のデータを評価

■農薬のラベルを参照して、作物残盟試験が
適切に行われているかチェック

瑠齢朧翼芝翻晶歌路]圏鰹猿挽
(醒韻畿触隷畿践が重襲)(Pcer reMew)

■会合で1ま 、wonographは 1田程度、Appraisal
は 3 。合意できる読橋掛抑wY

PESTiC,DE I
RESiDUES i

評4蘭 の原則 :

r鵜響縄慾づく」
。 Case― by=case

・ 機械的にやらない
。常に進化

評価の基礎 t

l‐Aの lkrl線叩が (第 1版、
19971改罵T片反、2002、

2009、 2の奇6)
。データ提出者がどの

ようなヂータをどの
ように提出するのか
の塩論論 輪】m品 巾¬

鱗欝鱗鱗

1作物代謝・輪作作物代謝
1家畜‐代謝
(代謝物の性質と濃度)
―
環境動態

1分析法
―
保棒安定性(冷凍 )

IGAp情報

作ヽ物残留
、加量の影響
i家議移行側 麓試験)

歳襲
γ轟擦 4鹸

v/STMR
γ HR

畿鸞寵襲ず弗捜欝畿鶴畿鱗

|!農案 (原体)の 明確な固定と験機響齢:慈響鞭
機盤の記述

21代譲試験と戯寵韓命畿線試験 |ま 、作物や家
‐慧から生産される食品Ⅲ飼料中の残留物のrlA

I質の1情報を得るために不可欠。「残轡物の定
義}(MRと設定用及び経田暴露評価用)を決定
するために必須古

3.戦力
i拶

膨ゲ臣参糠鹸fま 、残留ず姦夕を策定す
るのに必須。従って、データの妥当性を決定す
るためにはこれらの妥当性を知ることが必要。

4, Residue D6finitions

‐ 十■残留基準値用
‐ ●使用基準の題守のチェックのため

や食品中に雅留している物賛

'籍
1&学的壼嬰性も考慮

■畿横宏轟騒館分糠可能であること
｀リスク評価用

→経懇暴露による人の健康影響の可能性
■鶴機のある代謝物を含むよう1■ 設定
す分糠韻議綾滋1歳灘ら犠む亀

も適切な残留試験の選択→基準1遺(食品全体)

リスク評価のために、可食部の残盟濃度の
中央値(STMR)と最大値(HR)を決定

物″ク冴ら P乃.D.
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6、 籍物壌盤轍験の評価 (轟韓韻畿熊鵡畿騒露 |

STMR/HR推定にも最重要 )

|―■弾留濃度を決定する多くの因子を検討
‐斉r製く投下量、使用園数、使用時期、体薬期間
ニデ■夕の妥当性をチェックすること

1鋼孵既磯戦
定搬

.TIグル■プで同様の残留が期待されるとき‐

'1え

|ず (‐ 食品群と同様の作物群に登録がある場
合など

8ャ 以前農策として登録されていたが、現在は登録
されてぃない物質で、難分解性のため環境に存
在じ続け、農作物を汚染するものには、モニタリ
ングデータに基づいて、ほMRLを設定

賊寵離轟ザが縁鶴が選極ヽ畿賛 母

10t

農作物が加工されて消費される場合、残留農
薬濃度が変化する可能1生太。そこで、加工食
轟のMRとが必要かどうかや、経甲模数量を知
るために嫌量議験が必要。(ケースによる)

壊1畿韻畿隷機は、飼料中の残盟濃度をもとに
畜産食品中の濃度を知るために使用。畜産食
品中‐の残留は勤物への直接使用によっても起
こるとそれらの濃度を比較し、Oodexは高いほ
うをMRととする。

12織簿韻験盪隷r議で1ま 、食品中の残留濃度
|■と、人の食品緩数量を組み合わせて残留
|1農薬の長期及びT田 摂取量を算出t ADlま

たはハRfDと比較。Excelのマク隠を用いて算
‐
■出!

ti推定経田凝購 が、ADIや ARfDを超過しな
|けれ|ま、残留農薬デニタ評価|ま終了。
Codoxに MRとを勧告。

鮒RL寵驚翁畿畿翁距レンが
■1鶴年、」MPRlま新たな科学的知員や成果を検討

卜金世界からのデT夕の活用
■ ゃヴ ー量ングに関する報告 (OECD)
‐1食晶群に適用できるMRLの勧告

ヤ作‐物群に対する闘――韻掩繊闘機のGA伊| 
や代幾簿線の設定(群の代表 )

や残留濃度のrla典 騒が韻鰻滅熱
卜津ropo高onally(投 下量と残留濃度の比例 )

や最も高い残留濃度を導く使用懸韓
(cGAP)に従つた作物残留試験のデータ
が足りないときに活用

■cGAPに 比べて投下量のみが異なる場

麓機のJttPR盤掻欝輩犠畿齢

■準備の最中
|卜!fなぜ、こんな大変なことをしているのだ/Dう tば

,会会の最中

■ 鰹 盟 撤 ぬ
早くホ朝 判需つて自分の

|ヽそのうち、「眠たい」という思いが強くなってくる
い会議が終了

卜「自分のやつたことが、CCPRでの議論後、
Codexの 基準値になるというのは、やりがいの
あること i」

>「またやるぞ ld

協″α冴の P乃 .Dl
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本田の内容

奪」dnt FAO/W村 OMゃetぃ g On PeStidde Rettdues(jMPR)

に参加して
幹毒性評価の流れ
暮よMPRの Tottcol曙 たaねva始ぷ ◆冷の 評 価 者 に 求 め られ るもの

串JMpR Toxicok)喜 ical evatuattOnと |ま

む」MPRに 日本が賓蘇できること

今回の発表rttMPR事務局の公式見解ではなく、発表者の個人的な見解
rこ

本田お議する内容

襲門oint FAO/WHO Meettng O機 Pおsttcide ReSdues(JwPR)

に参加して

尊鶴機評価の流れ
じJMP阜のToxicologiCal evalua宙 onの評価者に求められるもの

OJMP景 に鶴本が費献できるほと

今回の発表はJMP暉務局の公本見解ではなく、
に基づくものです

盤 糾 融
MttPT胡叫Hea th 

盟 潜 科岩鮎 艦 盟 継 ユs縮済跳 up
PHndJさs and Methods fortht ttsk  on P`sttd● Rettdues,Guttance documlnt for

Assぃementof Chemに引s h Food   WHO mohographett and rejewe馬

:M鰍淵捕Pお
afety/ザに対 掛齢樹撤1徽撤越絆 斜

Cuidetine and Guidance based assessmnet
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1   評 価 者 は 軽 機 課 髄 の 出 線 ノミ■ 肺   |
l            ht「 lhVrrwhOぃ lFoodsaFetyご n周品PLゅ酎e,pdF            ■ |

lnvked as an畿 鷺餞鮮総就 鞠 畿醸 線 鹸 W鷺 韻韻翻 韻醸 総鹸嬢織態   |

リスク評価′毒性評価に経験豊富          |

評価者の役害1                  1
☆ 鞭や総◇gr験紛ぬ鵡暇総機縁響齢縛載          |
韻 Monographer→ 担当斉Jの Dra■ monograph準備/最終 |

1ヒ (会議前～会議後)、 Summary最終化(会議中) |
熱 ReMewer→ 担当剤のMonographのチェックロアドバイ |

ス(会議前～会議後)、 Summaけ最終化(会議中) |

」MPRでは全員が1～2剤を担当         (1い ||

ぷ総総総賛鶏慈懇      |

機 靭 点母群

韻°
甲 将 船 轍 総 $鵡 眼 職

|
■韓様醇慈斡漁れ                   |
Ⅲ奈韓 最゙伸韓xtぃる紳曲持▼◆い点 (が 津せ〉辞蕊器 ti求ぬネA″るもの ||

鋼 MPRに 日本が貢献できること           |

||十 1毒件評何!1有甲々 情報?得体|‐

'■

|||

韓学会発表のみでは毒性評価には使用できない
餞論文化することで、国際的にも周知可能

・さ‐
■評価の過程で提えた毒 1生機序や評価の

考え方/手法を論文化

Food Safetyへ 積極的な投稿を!!

会議申夢キ較ととヽにお
―
発な議論め毎白

‐
■|

評価者の役割r縮きお               |
2 盆輿が積極韓ほ議論 f豊参瀬          |
韻 Monographe〃ReM的埠「→担当斉Jでは議論の中心。 |

Discustton pdntsでデータを示して議論      |
軽 ReMewer→ Leading evttutton process     l
購 Monographer→ ActWe contHbutton       l

1専門性の高い分野からの発言やデータ解析は歓迎  |

13(需申鞠な議機響r韻への糠纏髄数り縄み      |

購 戦 ;襴 稿W緋翻 昂弓練  蕊

l       tl_1本 |,f幸 いヽ|_!‐十1         1

1 鶏4鞠麟轟翻灘品経ヵ口 |
|                                     |||

1     毒性評価の経験は必須だが、    |
1 毒性学の専門性があるとさらに貢献度アップ111

1               、.畿.                 ||

1 
課題 internattbttPI GXpert?育 成

 総 |

|‐1  芋|1載口■■甲411報?埠体11‐ il  l
韻日本の毒性評価の考え方をJMPRや海外評価機関 ||

へ公表         |
韻日本のみで評価されたデータカ洵MPRの評価に有用 ||

■農築評la‐書の英訳      |
(最低眼、要約&議性評f西草とめの表があれば)IⅢ

ⅢⅢ
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